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令和３年２月定例会常任委員会の審査概要令和３年２月定例会常任委員会の審査概要
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当
委
員
会
で
は
、
議
案
５
件
、

陳
情
２
件
を
審
査
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
と
し
て
、「
令

和
２
年
度
地
域
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

（
要
請
）（
わ
く
わ
く
共
和
国
IN
平

安
座
島
・
ウ
フ
バ
ン
タ
構
想
策
定

事
業
）」
に
つ
い
て
、
現
地
調
査

を
行
い
、
陳
情
者
か
ら
説
明
を
受

け
、
後
日
、
当
局
に
出
席
を
求
め
、

審
査
を
行
っ
た
。
委
員
か
ら
「
令

和
３
年
度
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
か
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
当
局
か
ら
「
市
の
予
算

編
成
の
在
り
方
と
し
て
、
実
施
計

画
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
た
め
、
令
和
３
年
度
補
正
予

算
と
い
う
の
は
厳
し
い
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
と
し
て
、
議
案
は

全
て
原
案
可
決
し
た
。
陳
情
は
１

件
を
採
択
、
１
件
は
継
続
審
査
と

な
っ
た
。
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当
委
員
会
で
は
、
議
案
12
件
、

陳
情
３
件
を
審
査
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
令
和

３
年
度
う
る
ま
市
一
般
会
計
予

算
」
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
与

那
城
18
号
線
道
路
改
良
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
」質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
「
与
那
城
18
号
線
は
彩

橋
小
中
学
校
の
裏
側
道
路
で
、
用

地
買
収
50
筆
中
、
16
筆
の
購
入
及

び
物
件
補
償
19
件
中
、
9
件
が
完

了
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
ま

で
に
彩
橋
小
中
学
校
側
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
撤
去
し
、
フ
ェ
ン
ス
の
設

置
が
完
了
し
て
い
る
。
全
体
の
執

行
率
は
48
・
1
％
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
結
果
と
し
て
、
議
案
は
全

て
原
案
可
決
、
継
続
し
て
き
た
陳

情
３
件
は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。
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当
委
員
会
で
は
、
承
認
１
件
、

議
案
11
件
、
継
続
し
て
き
た
陳
情

２
件
を
審
査
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
議
案

第
18
号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
う
る
ま
市
宮
城
島
介
護
保

険
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
）」

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
指
定
管

理
料
と
施
設
利
用
者
の
定
員
に
つ

い
て
」
質
疑
が
あ
り
、「
介
護
保

険
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
を

運
営
す
る
こ
と
に
よ
る
収
入
で
運

営
す
る
た
め
、
市
か
ら
の
指
定
管

理
料
支
払
い
は
な
い
。
ま
た
、
施

設
利
用
者
の
定
員
は
９
名
。
認
知

症
の
方
の
通
所
で
３
名
。
計
12
名

で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
結
果
と
し
て
、
承
認
案
件

は
承
認
さ
れ
、
議
案
は
全
て
原
案

可
決
し
た
。
陳
情
２
件
は
継
続
審

査
と
な
っ
た
。
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当
委
員
会
で
は
、
承
認
１
件
、

議
案
12
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
７

件
を
審
査
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
う
る

ま
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
等

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
う
る
ま

市
農
民
研
修
施
設
の
廃
止
に
伴
う

施
設
解
体
に
つ
い
て
」
質
疑
が
あ

り
、「
老
朽
化
が
進
み
危
険
な
状

態
に
あ
る
た
め
、
現
在
は
立
入
禁

止
と
し
て
い
る
。
沖
縄
県
農
業
協

同
組
合
が
一
括
し
て
解
体
し
、
市

は
解
体
に
要
し
た
費
用
を
案
分
し

負
担
金
と
し
て
支
出
す
る
予
定
で

あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
結
果
と
し
て
、
承
認
案
件

は
承
認
さ
れ
、
議
案
は
全
て
原
案

可
決
し
た
。
ま
た
、
請
願
は
継
続

審
査
。
陳
情
１
件
は
採
択
、
６
件

は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

陳情者から陳情内容の説明を受け、
慎重に審査した。

彩橋小中学校運動場側ブロック塀を撤去し、
フェンスが設置された。

当該施設は認知症高齢者が家庭的な環境で生
活を継続するため整備された。

廃止・解体となる「農民研修施設」
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編  

集  

後  

記

　

初
夏
の
風
に
肌
も
汗
ば
む
頃
、
早
い
も

の
で
今
年
も
折
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
暗
い
話
題
が
続
く
な
か
、

う
る
ま
市
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。

　

具
志
川
商
業
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
で

歴
史
的
勝
利
を
あ
げ
、
さ
ら
に
春
の
九
州

大
会
初
優
勝
と
う
る
ま
市
民
の
み
な
ら
ず

沖
縄
県
民
に
勇
気
と
希
望
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

球
児
た
ち
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ひ
た

む
き
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
姿
に
「
心

が
ト
キ
メ
キ
」
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
一
丸

と
な
り
、
市
民
皆
さ
ま
の
「
心
に
届
く
」

議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
国
吉　

亮
）

〔６月定例会は６月７日 (月 ) から開会を予定しております（定例会は２月・６月・９月・12月の４回開催）〕

P !ick UP
議
案
第
８
号　

令
和
３
年
度
う
る
ま
市
一

般
会
計
予
算

▼
趣
旨

　

市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
地
域
課
題

等
、
基
本
的
な
施
策
に
対
応
す
る
予
算
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論【
名
嘉
眞
宜
德
】

　

あ
や
は
し
館
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
の
指
定
取
消
し
に
よ
り
市

の
直
営
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
増
額
さ
れ

て
い
る
。
市
の
指
導
力
を
発
揮
し
て
い

れ
ば
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
は
い

な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
当
予
算
に
つ

い
て
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論【
仲
本
辰
雄
】

　

当
予
算
は
、
う
る
ま
市
民
約

12
万
５
千
人
の
生
活
と
教
育
福
祉
の
向

上
、
市
内
経
済
の
回
復
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
上
か
ら
、
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
予
算
で
あ
る
こ

と
か
ら
当
予
算
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会
＝
原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議
＝
原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

議
案
第
21
号　

う
る
ま
市
附
属
機
関
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
趣
旨

　

う
る
ま
市
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

予
定
者
選
定
等
委
員
会
の
設
置
及
び
う

る
ま
市
就
学
支
援
委
員
会
の
名
称
等
を

改
め
る
た
め
、
当
該
条
例
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論【
伊
盛
サ
チ
子
】

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
一
体
的
管
理
運
営
を
任

せ
る
が
、
利
益
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
事

業
か
ら
撤
退
し
、
そ
の
負
担
を
負
わ
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
事
業
内
容
も
事

業
者
の
提
案
か
ら
決
定
す
る
た
め
、
住

民
の
声
が
反
映
さ
れ
ず
、
地
元
事
業
者

が
参
入
で
き
る
仕
組
み
で
は
な
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会
＝
原
案
可
決（
全
会
一
致
）

　

本
会
議
＝
原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

議
案
第
24
号　

う
る
ま
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
趣
旨

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正
及
び

「
う
る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
に
伴

う
保
険
料
の
改
定
の
た
め
、
当
該
条
例

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論【
金
城
加
奈
栄
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
経
済
的

に
困
難
に
直
面
し
て
い
る
中
で
の
負
担

増
で
あ
り
、
む
し
ろ
引
き
下
げ
る
べ
き
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
た
め
に
公
費
の
投
入
を
国

に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論【
真
栄
城
隆
】

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
伸
び

続
け
て
お
り
、
持
続
可
能
な
介
護
保
険

制
度
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
低
所
得
者
層
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
高
所
得
者
層
か
ら
負

担
を
求
め
、
市
民
が
支
え
合
う
、
最
善

策
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会
＝
原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議
＝
原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

所管事務調査（教育福祉委員会）所管事務調査（教育福祉委員会）
【調査日】令和３年３月１７日（水）午前９時３０分
【場　所】うるま kukulu
【概　要】若者層に対する教育的支援及び社会的自立支援

の状況を確認するため調査した。

【調査日】令和３年３月１７日（水）午前１１時
【場　所】ｂ＆ｇ　かっちんふぇーばる
【概　要】第三の居場所における諸施策の効果を検証する

ための学力調査及び意識調査の状況等を調査し
た。

委
員
長　

真
栄
城
隆

副
委
員
長

宮
里
朝
盛

委　

員　

伊
波
良
明

佐
久
田
悟
兼
本
光
治

　
　
　
　

國
場
正
剛

又
吉
法
尚
幸
喜
勇

　
　
　
　

金
城
加
奈
栄
国
吉
亮

うるま市若者居場所運営支援事業の概要説明を
受け、活動状況などを調査した。

施設の運営状況や活動状況を調査した。

『写真応募に感謝』
★　上　　： 麦刈り体験
　氏　　名： 伊計自治会
　撮影場所： 伊計区内
★　中　　： プチ遠足
　氏　　名： 与那城保育所職員
　撮影場所： 世界遺産　勝連城跡
★　下　　： 屋慶名児童館に絵を描こう

プロジェクト
　氏　　名： 屋慶名児童館　森根（館長）
　撮影場所： 屋慶名児童館


